
平成27年度 産業廃棄物処理業経営塾OB会 中部ワークショップ 
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ゴホゴホ CO2濃～い 

やだわぁ 



 

私たちは悩んでいます。 
  ・極力埋立をやめよ！ 

  ・リサイクル率を最大限に高めよ！ 

  ・処理方法に関わらず最低限の値段にせよ！ 

  ・有価売却や不燃物焼却等のムリサイクル 

  etc. 

・・・・・困りつつも受入している 

なぜなら、顧客の要望であるから！ 
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本当に顧客要望がベストなのか？？ 



 

①適正処理＝公衆衛生の保全 
   当たり前すぎて、要求事項にも上がらない 

②単なる埋立禁止要求 
   埋立しない為、本当に無駄な活動はないのか？ 

③リサイクル＝資源循環、温暖化防止 
   リサイクル率は業者によって判断がまちまち。 

       温暖化防止の観点で働いている？ 
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この観点で見つめてみよう！ 

でも、 
一番大切 
なのでは？ 



CO2排出係数 
軽油(L)   2.6   kgCO2/L ※出展1 

電気(kWh)    0.51  kgCO2/kWh ※出展1 

船舶(貨物t・km当)   0.04  kgCO2/km*t ※出展2 

廃プラ・RPF燃焼(t)   2,550  kgCO2/t ※出展3 

A重油燃焼（L）  2.71    kgCO2/kg   ※出展3 

20tアームロール燃費  2    km/L 

10tアームロール燃費  3    km/L 
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管理型埋立場使用電力量    81.3 kW/t 
≪算出条件≫ 

埋立場容積が 614千m3 及び 200千m3 の２埋立場の消費電力量を平均。 

消費電力量はそれぞれ 1,850kW/日 、 270kW/日。 

埋立物の比重を0.7t/m3 、管理期間を60年として算出。 

 

※出展1 我が家の環境大臣・環境家計簿 

※出展2 国土交通省HP １．運輸部門における二酸化炭素排出量 

※出展3 第Ⅱ編 温室効果ガス排出量の算定方法（Ⅱ-66） 
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CO2排出量       416.1 kgCO2/ｔ      161.1 kgCO2/ｔ 
内、物由来のCO2排出量255.0 kgCO2/0.1ｔを差し引くと 



CO2排出量       2668.1 kgCO2/ｔ      118.1 kgCO2/ｔ 
内、物由来のCO2排出量2,550 kgCO2/ｔを差し引くと 
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CO2排出量        2589.7 kgCO2/ｔ      39.7 kgCO2/ｔ 
内、物由来のCO2排出量2,550 kgCO2/ｔを差し引くと 
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CO2排出量  71.5 kgCO2/ｔ 
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処理方法 
CO2排出量 

（燃焼によるCO2発生量） 
燃焼による発生を差引 

RPF化 
（実例1） 
（運搬抜き） 

0 kgCO2/t 129.6 kgCO2/t 255 kgCO2/t 
384.6 kgCO2/t 

(燃焼量0.1t ; 255 kgCO2/t) 

129.6 kgCO2/t 

単純焼却 0 kgCO2/t 2627.9 kgCO2/t 0 kgCO2/t 
2627.9 kgCO2/t 

(燃焼量1t ; 2550kgCO2/t) 

77.9 kgCO2/t 

焼却・発電 0 kgCO2/t 2414.8 kgCO2/t 
－kgCO2/t 

（電力の受給により 
排出量はマイナス） 

2414.8 kgCO2/t 
(燃焼量1t ; 2550kgCO2/t) 

-135.2kgCO2/t 

排出事業界 処理業界 需要先 
（産業界） 

・どこで処理を行うかではなく、エネルギー回収効率がポイント。 

・プロセスで発生するCO2が少ない方法を検討する必要がある。 

C（炭素） 

H（水素） 

S（硫黄） Cl（塩素） 

灰分 N（窒素） 

＋ 
C O2 CO2 

廃棄物由来の炭素 2550 kgCO2/t 
695 kg/t 

廃プラの組成 

廃プラ1tが保有する炭素量は同じ。 
ゆえに処理方法に関わらず、 
CO2は燃焼により2550kgCO2/t 発生する。 

  発生場所が変わるだけ   

炭素分の燃焼 

695kg 

その他 305kg 

O（酸素） 

（1tあたり） 

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/SIG=13vk7n6nr/EXP=1455535547;_ylc=X3IDMgRmc3QDMARpZHgDMARvaWQDQU5kOUdjUVd2d19aT3Awa0RMMC1tWE5xQTFZTlhiZnJYU0dFbmNfeXU0UWNwa0JuRWgycVF2dUVKcjFyN29FBHADNDRHVTQ0R19JT09DcE9PRHFlT0N1ZU9EaUEtLQRwb3MDNzgEc2VjA3NodwRzbGsDcmk-/**http:/www.city.sakai.lg.jp/kurashi/gomi/gomi_recy/recycle/bunbetsu/plasticshoso.images/plastic_yoki_14.gif
http://ord.yahoo.co.jp/o/image/SIG=12g1iiv9m/EXP=1455535619;_ylc=X3IDMgRmc3QDMARpZHgDMARvaWQDQU5kOUdjUmw3OU94XzhuUHRneTc5WE00SnZYV3QyWDRweEhIM3JZOVByY3hVelBuWTBFYTJXMHFaWllQV3FjBHADNDRPWDQ0T3A0NEs1NDRPQjQ0T0Q0NEt2BHBvcwMxNQRzZWMDc2h3BHNsawNyaQ--/**http:/www.city.shinagawa.tokyo.jp/ct/image000061300/pra.jpg
http://ord.yahoo.co.jp/o/image/SIG=13rsbfi3l/EXP=1455536433;_ylc=X3IDMgRmc3QDMARpZHgDMARvaWQDQU5kOUdjUmMxNVUxOVYxNGhtV0NsTUtpaWhwYThsUjQ3cGZBaGhleDZPaVdNUzU1SHl0cmlnbTFkVUo0VklvBHADNllXNDU3U2c1WWlHNWEyUQRwb3MDMwRzZWMDc2h3BHNsawNyaQ--/**https:/upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/thumb/c/c9/Dioxygen-3D-vdW.png/120px-Dioxygen-3D-vdW.png
http://ord.yahoo.co.jp/o/image/SIG=131ksdhiu/EXP=1455536610;_ylc=X3IDMgRmc3QDMARpZHgDMARvaWQDQU5kOUdjU2JBRFUwcVVpV3pRczdWUzlIYjRsWEVYT1prRzVqeUF0bGpOZ0ltZzRhVG42Y3BERGhISWVnUUFRBHADNTRLdDU3U2cEcG9zAzI3BHNlYwNzaHcEc2xrA3Jp/**https:/upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/4/41/Carbon-dioxide-3D-vdW.png
http://ord.yahoo.co.jp/o/image/SIG=13hooojt2/EXP=1455536267;_ylc=X3IDMgRmc3QDMARpZHgDMARvaWQDQU5kOUdjUjhadGlKUWV4R1Voa3ZVY2UzVnBzWmNEX2JPNC1VSTg5OUtjSVFEM3pnQnBLTHRiV1lzQ0l6OEVvBHADNVk2ZjVhMlE0NENBNTRLdDU3U2cEcG9zAzI2NwRzZWMDc2h3BHNsawNyaQ--/**http:/userdisk.webry.biglobe.ne.jp/021/440/60/N000/000/000/128437588761616117254_KS05_07.jpg


でもでも・・・ 
運搬は場所によって 
変わってこない？？ 

焼却施設 参考プラント条件 
処理量      112 t/日（4.67 t/h） 

場内使用電力量      690 kWh 

（処理量1t当り使用電力量     147.9 kWh/t） 

発電能力      1950 kWh 

（処理量1t当り発電量        417.9 kWh/t） 

焼却灰排出割合            6 % ※1 

廃プラ低位発熱量         7998  kcal/kg※1 

※1 廃棄物ハンドブックp165：オーム社H9.11.25第1版 表4・4（プラスチック類） 

焼成施設 参考プラント条件 
燃え殻処理量     144 t/日（6 t/h） 

場内使用電力量      700 kWh 

（燃え殻1t当り使用電力量     116.7 kWh/t） 

燃料使用量        700 kg/h 

（燃え殻1t当り燃料使用量     116.7 kg/t） 

不燃物燃焼条件 

汚泥低位発熱量          -200 kcal/kg※2 

 ※2 廃棄物の焼却技術P.25：オーム社H12.10.20改訂3版 表1・12（汚泥） 
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 ケースA  2627.9 kgCO2/ｔ      77.9 kgCO2/ｔ 

 ケースB  2650.0 kgCO2/ｔ      100.0 kgCO2/ｔ 

内、物由来のCO2排出量2,550 kgCO2/ｔを差し引くと CO2排出量 
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 ケースC  2414.8 kgCO2/ｔ      -135.2 kgCO2/ｔ 

 ケースD  2436.9 kgCO2/ｔ      -113.1 kgCO2/ｔ 

内、物由来のCO2排出量2,550 kgCO2/ｔを差し引くと CO2排出量 

13 



CO2排出量 

       実例4    61.7 kgCO2/ｔ 
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A重油の代わりに廃プラを燃料とした場合（廃プラ使用時－A重油使用時） 

             CO2は62 kgCO2/ｔ 増えるが、バージン燃料を使用するよりも良いのでは？ 

ムリサイクルによるCO2排出量 
15 

不燃物の焼却 

汚泥の焼却 

鉄を焼却した場合 

CO2排出量 25.3 kgCO2/ｔ 

セラミックを焼却した場合 

CO2排出量 46.0 kgCO2/ｔ 
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温暖化防止寄与の比較 資源循環量の比較 
CO2発生量の少ない順に整列 資源循環量の多い順に整列 
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❶目的・目標を達成するための評価基 

  準や算出方法の統一がされていない。 

 

❷評価方法が全体で捉えられていない。 

 

 

 

❸資源循環・温暖化防止・コストバラン  

  スがとれていない。 

  （補助金で補う等）  

 

 

問題点 

❶国主導で評価基準の明確化や算出 

  方法の統一が必要。 

 

❷評価は点でなく、面で捉えて、 

  最終処理完了までを網羅すべき。 

  （リサイクル含む） 

 

❸継続するには、「コストバランス」を 

 考えないと実現は不可能。また、コスト 

 重視し過ぎ海外輸出では本末転倒。 

 リサイクル品は国内資源にすべき。 

 

改善提案 
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私たちは、資源循環量の多い順に良いリサイクルだと思っていた。
しかし、温暖化防止の観点から、その限りではない事が分かった。 

資源循環の促進、温暖化防止、経済性（コスト） 

このバランスが重要である。 

これからも、 さらに進化した提案を行っていきます 



吉川 賢 ㈱三共 第１期 
伊藤 祐介 エス・エヌ・ケー・テクノ㈱ 第６期 
上田 和幸 ㈱アクトリー 第１期 
松岡 洋平 ㈱アクトリー 第２期 
河合 香里 ㈱アクトリー 第９期 
竹園 賢治 環境開発㈱ 第１期 
金子 仁哉 環境開発㈱ 第５期 
高山 盛司 環境開発㈱ 第６期 
野澤 悟 環境開発㈱ 第７期 
寺中 充明 環境開発㈱ 第８期 
竹井 満 環境開発㈱ 第９期 
本郷 一戒 環境開発㈱ 第10期 
小谷 拓也 環境開発㈱ 第11期 
松下 幸之助 ㈱ビコー 第４期 
喜多 和男 ㈱北陸環境サービス 第６期 

中川 初栄 ㈱北陸環境サービス 第６期 
谷崎 晃 ㈱武生環境保全 第１期 

加藤 恵子 ㈱ミダック 第４期 
越智 雅彦 ㈱ミダック 第８期 
鈴木 裕司 ㈱太洋サービス 第５期 
渡辺 勝広 ㈱テクア 第５期 
小島 孝信 ㈱明輝クリーナー 第３期 
山田 達也 ㈱明輝クリーナー 第４期 
飯田 宏之 ㈱明輝クリーナー 第５期 
江端 崇 ㈱明輝クリーナー 第５期 
鈴木 亮壱 ㈱明輝クリーナー 第８期 
中野 宇喬 ㈱東伸ｻｰﾋﾞｽ 第５期 
山田 真生 ㈱やまと商事 第９期 
河野 嗣寿 加山興業㈱ 第６期 
佐々木 宏直 加山興業㈱ 第８期 
緒方 大人 加山興業㈱ 第11期 
井関 康 ㈱ケー・イー・シー 第９期 
戸谷 友治 ㈱ケー・イー・シー 第11期 
山本 慶輝 大興金属㈱ 第９期 
大塚 敬功 豊田ケミカルエンジニアリング㈱ 第10期 
平沼 伸基 ㈱リバイブ 第10期 
久田 佳典 ㈱リバイブ 第11期 
崎田 陽一 ㈱アース・コーポレーション 第10期 
青木 良介 丸両自動車運送㈱ 第11期 
天野 大助 ㈱寿美屋 第11期 
橋本 和彦 ㈱橋本 第11期 

経営塾OB会中部ブロック 平成27年度 
産業廃棄物処理業経営塾OB会 
ワークショップ活動 中部ブロック 

to be continued… 

中部ブロックのおかげで 
ちょっと空気が 
おいしくなったかも～ 

そうかも～ 
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